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　【著者プロフィール】トコ。昭和３４
年福岡県生まれ。慶應大学卒。コラム
ニスト。辛口コメントが身上だが、流
行に飛びつくミーハー。趣味は老化
防止。最新刊は「トコのぶっちゃけ風
水デイズ」（梓書院）。
　【ひとり言】自分にゴホウビのとき
は、肉・ゴボウ天・ワカメと、三種
の具を豪勢に注文。ネギがテーブル
にあったらたっぷり入れちゃうよ。

The
コラム トコの

ゴボウ天うどんを福岡名物に！
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太い棒状にそろったゴボウ
天。食べ応えあり。

⑩⑪⑫アイランドシティ中央
公園は市民の憩いの場所。体
験学習施設・ぐりんぐりんは
緑豊かな景色に調和し、自然
と一体化しています。公園中
央の修景池にはたくさんの水
鳥が羽を休めます。博多湾で
見ることができる鳥は１５０種

類以上といわれています。日
本野鳥の会福岡支部長・小野
 仁 さん（５８）は「生物が残る環
ひとし

境は人にも優しい。緑多いア
イランドシティが市にとって
自慢できる空間になれば」と
自然との共生の大切さを説き
ます。

ヒドリガモ

オオバン

物流を支える
新たなみなと

⑯RORO（ろーろー）船は、トラックなどを使っ
て船内に貨物を搬出するため、クレーン作業が不
要で、短時間かつ少ない衝撃で貨物を取り扱える
利点があります。中国・上海〜博多間を２８時間で
結び、毎週水・土曜日に着岸しています。

アイランドシティをご案内します
　アイランドシティの事業内容や現状を
紹介するための現地案内を実施していま
す。研修や視察などにご活用ください。
　【見学者数】1回５０人以内【見学場所】ア
イランドシティ中央公園、外周緑地、福岡

ビジネス創造センター、国際コンテナタ
ーミナルなど、ご要望に応じて調整しま
す。【申込・問合せ先】事業管理課（察７１１崖
４１０８F７１１崖４１１９　 メールjigyokanri.PH 
B@city.fukuoka.lg.jp）
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⑮全長３４０洲の大型コンテナ船が毎週木曜日
に着岸します。この船は福岡タワー（２３４㍍）
より長く、コンテナ（長さ約6㍍）を８,５００個
積むことができます。

自然環境との共生

⑬福岡市花と
緑のマスコッ
トキャラクタ
ー「グリッピ」
がぐりんぐり
んでお出迎
え。
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⑭和白干潟が干潟として日本でただ一つ「にほんの
里１００選」（財団法人森林文化協会ほか主催）に選ば
れました。渡り鳥の餌となる貝などが豊富で、干潟本
来の景観を残し、現在も保全活動が続いていることが
評価されました。これを記念して、５月９日に市民約
５０人が参加して市民団体と共働で「ぐるっと歩こう
和白干潟」を開催しました。参加者からは「和白干
潟が残ってよかった」との声も聞かれました。
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